
梶
田
稔
議
員
は
、
６
月
２
日
、
日
本
共
産
党
議

員
団
を
代
表
し
て
町
政
に
関
す
る
一
般
質
問
を
行

い
、
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
、
町
営
住
宅
の
改

善
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
町
当
局
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。

え
る
と
と
も
に
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
も
活
か
し
て
、
「
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
す
す
め
る

た
め
に
、
「
武
豊
町
地
域
防
災
計

画
」
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
も
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
諸
点
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
点
検
と
措
置
を
求
め
た
い
。

①
海
岸
護
岸
の
防
潮
堤
は
、
設

置
後
50
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
し
、
液
状
化
に

よ
る
陥
没
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
県

当
局
へ
、
総
点
検
と
必
要
な
改
修
・

嵩
上
げ
等
を
要
請
さ
れ
た
い
。

②
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の
一
環

と
し
て
、
水
道
管
の
耐
震
化
を
促

進
さ
れ
た
い
。

③
生
活
道
路
を
確
保
す
る
た
め

に
、
小
規
模
の
橋
を
含
め
て
全
て

の
橋
を
再
点
検
し
、
落
橋
防
止
対

策
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

④
地
震
に
よ

る
農
業
用
配
水

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
損
壊
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
配

水
管
の
耐
震
化

と
と
も
に
、
た

め
池
を
改
修
し

て
機
能
を
回
復

さ
せ
る
措
置
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

⑤
木
造
住
宅

武
豊
町
地
域
防
災
計
画
の
抜

本
的
な
見
直
し
を

梶
田
稔
議
員
質
問

予
想
さ

れ
る
東
海
・
東
南
海
地
震
で
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
27
、
震
度

６
強
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。愛

知
県
が
調
査
し
て
発
表
し
た

「
愛
知
県
活
断
層
ア
ト
ラ
ス
」
に

よ
れ
ば
、
武
豊
町
内
に
は
玉
貫
撓

曲
、
東
大
高
撓
曲
、
別
曽
池
撓
曲
、

そ
し
て
旭
硝
子
沖
・
衣
浦
港
３
号

地
付
近
に
は
２
・
５
㎞
に
わ
た
っ

て
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
が
存
在
し
、
液

状
化
が
「
極
め
て
高
い
」
地
域
が
、

臨
海
部
は
も
と
よ
り
内
陸
部
に
も

広
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
本
町
の
特
徴
を
踏
ま

の
多
く
が
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
自
発
性
に
任
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
強
力
に
誘
導
す
る
策
を

講
じ
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
た
い
。

⑥
障
が
い
者
・
要
介
護
者
・
高

齢
者
な
ど
、
移
動
困
難
者
対
策
の

具
体
化
を
促
進
さ
れ
た
い
。

⑦
地
盤
の
液
状
化
が
極
め
て
高

い
武
豊
高
校
の
避
難
場
所
と
し
て

の
指
定
を
解
除
す
る
な
ど
、
避
難

場
所
を
再
検
討
さ
れ
た
い
。

⑧
防
災
マ
ッ
プ
に
等
高
線
を
追

加
し
、
津
波
の
高
さ
や
到
達
時
間

を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
液
状
化

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
配
布
さ
れ
た

い
。⑨

防
災
備
蓄
品
の
内
容
に
、
放

射
性
物
質
の
被
害
を
予
防
・
軽
減

す
る
た
め
に
「
ヨ
ー
ド
剤
」
を
追

加
さ
れ
た
い
。

⑩
小
中
学
校
の
教
科
書
か
ら
、

原
発
の
「
安
全
神
話
」
に
関
わ
る

記
述
を
削
除
さ
れ
た
い
。

町
長
答
弁

①
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
に
海
岸
の
保
全
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今

回
の
震
災
を
踏
ま
え
た
計
画
の
早

期
達
成
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
知
多
半
島
の
中
で
も
、

広
域
的
に
必
要
と
し
て
い
る
市
町

も
あ
る
の
で
、
関
係
市
町
と
連
携

し
て
、
県
へ
要
請
し
た
い
。
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下記のホームページをご覧ください。
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産
業
建
設
部
長
答
弁

②
に
つ

い
て
は
、
口
径
２
０
０
㎜
以
上
の

基
幹
管
路
36
・
３
㎞
の
う
ち
９
・

３
㎞
、
25
・
７
％
は
耐
震
化
し
て

い
る
。

今
後
は
、
長
期
的
計
画
を
立
て

て
推
進
し
た
い
。

③
に
つ
い
て
は
、
橋
長
15
ｍ
以

上
の
11
橋
に
つ
い
て
は
落
橋
防
止

対
策
済
み
で
あ
る
。

な
お
、
橋
長
15
ｍ
未
満
の
単
純

形
式
で
、
両
端
に
橋
台
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
耐
震
性
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

④
に
つ
い
て
は
、
漏
水
な
ど
の

維
持
修
繕
工
事
の
中
で
対
応
し
た

い
。た

め
池
改
修
は
、
整
備
計
画
を

検
討
し
た
い
。

⑤
に
つ
い
て
は
、
６
月
定
例
会

に
も
補
正
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

促
進
を
図
り
た
い
。

総
務
部
長
答
弁

⑥
つ
い
て
は
、

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
を
整
備
し
、

地
域
支
援
者
を
募
集
し
て
対
応
し

た
い
。

⑦
に
つ
い
て
は
、
武
高
建
設
時

に
地
盤
調
査
を
行
っ
て
必
要
な
基

礎
工
事
を
し
て
い
る
の
で
、
避
難

場
所
を
解
除
す
る
予
定
は
な
い
。

⑧
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
防
災

マ
ッ
プ
に
等
高
線
や
津
波
情
報
な

ど
を
追
加
し
、
近
日
中
に
印
刷
・

配
布
し
た
い
。

⑨
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
の
必

要
性
か
ら
判
断
し
て
、
備
蓄
品
に

追
加
す
る
考
え
は
な
い
。

教
育
部
長
答
弁

⑩
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
に
関
す
る
記
載
は
あ

る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
現
状

に
つ
い
て
の
記
載
で
あ
り
、
決
し

て
原
子
力
の
安
全
神
話
を
唱
え
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。

梶
田
稔
議
員
質
問

町
営
住

宅
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
38
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。

入
居
者
か
ら
、
施
設
改
善
の
要

望
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

具
体
的
に
措
置
す
る
よ
う
要
請
し

た
い
。

①
風
呂
、
カ
ー
テ
ン
（
カ
ー
テ

ン
レ
ー
ル
を
含
む
）
、
網
戸
を
設

置
さ
れ
た
い
。

②
駐
車
場
を
設
置
さ
れ
た
い
。

③
集
会
場
を
設
置
さ
れ
た
い
。

④
高
齢
者
向
け
住
宅
を
建
設
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
既
設
の
町
営
住

宅
を
一
部
改
修
し
て
、
高
齢
者
向

け
住
宅
を
設
置
さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
部
長
答
弁

①
に
つ

い
て
、
建
設
当
時
の
状
況
で
は
、

一
般
的
に
風
呂
桶
な
ど
は
設
置
さ

て
れ
い
な
か
っ
た
。
入
居
者
の
同

意
の
上
で
の
こ
と
な
の
で
ご
了
承

い
た
だ
き
た
い
。

②
に
つ
い
て
も
、
自
費
で
措
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。③

集
会
所
が
あ
っ
た
に
こ
し
た

こ
と
は
な
い
が
、
玉
貫
老
人
憩
の

家
な
ど
を
利
用
し
て
頂
き
た
い
。

④
屋
内
の
手
摺
り
や
段
差
の
解

消
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
高

齢
者
住
宅
の
建
設
ま
で
は
考
え
て

い
な
い
。


